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動詞呼応の類型（その3）
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2．4．5．　中　格　輝　応

　一定の統語的条件下において対格型呼応と能格型呼応が嗣一欝語に共存する例を§2．4．O。～2．

喚誰，で見たが、弗続語格呼応（cf．前稿§2．玉．～2．3．）でもなく又、離格型゜能格型のどちらで

もない醗が存在する。c。m，igyeこよれば臨。s翻僑a。1副の過去分隷沖格（。1、．繭詞破

語）とのみ呼応し、他勤詞文の動格・受格との闘には呼応が発られないという。このケースは絶対絡

三項呼応から主格1贋呼応への移行過程の一段階と分析されれば、続語格による呼応現象であるこ

とに変りなく、aCCUSative　typeとeurga　tive　typeの申問に位置する変鋼的な呼応形式であるQ

2濃．6．　受　格　呼　応

　呼応格の組舎せでもう一つの胃能性は薩接騒的語のみと曝応し、中格・動絡とは呼嬉しないタイ

プが考れられるQカタロニア語複舎蒔翻動詞の過去分詞形は、隈定された条件の下で、獲接鰹的語

の性数と相応するが、他動講韮語・惣動詞主語は共に呼詞になり得ない。この受格呼応は、助勲詞

の叢格呼応に呼応の任務を移譲して行く絶蒋格呼応の退行プロセスの～つの様糟として現われるも

ので（Cataianの分詞呼応については後述の§2，5ほ．複舎呼応でも扱う）、安定した受格呼応書語

の典型が実在するかどうかは疑わしい。

2。5。　夢舞　欝乎　　応（Local夏）isagreement）

　奉稿では不呼応DiSagreement、非睡悠Local　DisagreemeBt、無呼応NOR－agreementの3つの

概愈を鷺劉するo呼応形態素を特徴づける呼応カテゴリーをもった呼詞が存在しないか又は呼詞が

異なる形態的基準で変動するケースを不呼応と名付ける。これには、呼詞NPの不在にもかかわら

ず呼応形態素が出現する無呼詞呼応や、呼詞に相応せず一定不変のagreemeRt　markerを示す現象

を含む局部的な葬呼慰と、呼調の格体系と癒詞のそれとが溺種のものであるために総識紬な交法格

の不整合を内包する不呼応のタイプとに下位饗分される。

　一一fi、無呼応とは名詞句と鋤詞が薩接統語的関係を持つにもかかわらず、両者の間に呼応形態素

（広義で呼応をmarl〈する手段すべてを含む）がない場合を言う。非呼応は、定義上、常に局部的で

ある。しかし無呼応は部分的無呼応と完全無呼応に2分できる。後者は無呼応書語におけるNPと

動詞の蘭係であるが、醜者は、呼詞候補NPが存在するが呼応の成立しない場合を指す。書い換え

れば、周じ言語内で他の騒境では睡応現象が見られるクラスの名詞句・動講間で一致が停止する事

偶である。事実、多くの呼応言語で無呼応動詞は頻趨するQ

　辱詞・呼纏形態素が外示されながら、爾春が糧識的に癩旛しないことが許されるように箆えるグ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
一スも稀にあるo例えば、古典ギリシャ語の申性複数名調は、通常、単数のagreemeRt　markerを持

つ動詞形と共起するQ

　　　　（1＞Tδ　　卿α　　τρ銚ε‘　　　　　　　‘The　altimtt茎s　resn・’

　　　　　　臨e　鋤藍鵬晟玉s　crun　3s琶

　　　　（2｝　アαむτα　　乙γ勧ετo　　　　　　　　　　　‘T醗s駐　藤熟即　　鉦＆囎鱒磁！

　　　　　　ahese　thi簸露s　蜘脚eδ3s態．

このような外見上の弗呼応は呼応パラダEムの小部分に過渡期的に存在するもので、「不相応i呼

応の一種とみなすべきである。上例グ）場合でも、より古い蒔期に単数藥合名詞の標識であった語末

の短母音一αが中性主格薄格etc．のpl形に再解釈される吏的推移の中で考えるならば、曄応は蕉

常であり、統語カテゴリーの表薦的ズレのために呼応体系の申で破格に晃えるだけである。なお欝

語運絹のレペルで、言い誤り、思い違いや、呼詞・応詞聞の遠隔、意味的牽引に原鵬する様々な呼

応の逸脱はここに言う不呼応と溺翻のものであり、可変性の”不…致「lI）iscordaRceと呼ぶことに

するQ

　罪呼応現象は呼応形態素と縛鰯及び（あるいは）相形態素が網互依存の薦係にあって、互いに単

独で生趨できない書語にしばしば発見される。蒔劇付き独立主文において、何らかの事情により呼

応の機能が停止する鱒、又は呼詞NPが欠如する聴、これらの織文を標識化する特劉な手段を持た

ない鴛語は、概存の呼応形態素のsetの中から醗も無標なものが選ばれ充てられることが多いQ人

称・数・性を相応カテゴリーとする呼応では、その際採粥される中立形に‘3人称’‘挙数’‘男性’

又は‘中性’の素性が含まれるのが常である。3入称単数が1・2人称以外の単数名詞句と本来呼

応するものであり、無呼詞文で動調が3・S藩形に搬定されるのは、この意味で不呼応の一種である。

2．5，1．複　合　呼　応

　葬呼応現象は呼応が衰退し、無呼応化へ向う途上の無標項呼搭にその典型を見ることができるQ

具体例として、葬呼応を含むロマンス譲の複合騨応を次に見てみようQ複合呼応は異なる様式の呼

応が単～の勤詞複合内に戚立するケースを欝い、§2．4．0．で箆たような、異格体系の呼応が局一言
　　　　o　　俸　　o　　④　　o　　o　　ゆ　　㊤　　9

語内に併存する混合呼応と匿劉されなければならない。ロマンス諸語の複倉晴鰯は、それ霞身「蒔

鰯」屈折を含む補助動詞と本勤詞の過去分詞形から構成される迂雷表現である。以下に調べた各言

語でAuxはすべて憲格と～項呼応する。過査分詞は、概ね、絶対格と呼応するタイプの弛、部分的

附格呼応や葬呼応を示すものがあるQ

2．5．1．1．

　　　　　　　｛3）
　現代＃タリア語は助動詞essere‘to　be，と組み、完了蒔覇を表褒する自鋤詞の過去分調を斐語と

性・数呼応させるQ一方、avere‘to　ltave’を要求する他の自動詞とすべての他動詞を含む蓬書

　　　　（3＞　　a．　Mario　　　藪　　　esscito．

　　　　　　　mas、　　且S　90Ste　out　mas・sg
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形式では、分詞は主語と呼応せず、男性・単数形であるo

ところが、⑥のように3入称蔭擾圏的語cligicが動詞に麟接されると
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　Ti　　熱
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購。無Cc　3＄謬

　丁藍　　ha

co玉pita？

　kit

艶顯．s露

co壼P詫o？

　籍象

　艶殺s・s騒

‘亙）id　i意　（or　蚤e，　she）醸　yo縫？’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4｝
称のc漉lcが任意的にしか呼応を惹起しない事実は、Parlsiの示唆するように、3入称付接辞lo、

laが常に母音で始まる助動調avereの薩醜に羅かれることから、羅母畜を醜除する形態音韻ルール

の対象となって性カデゴリーが中勲されるのを補償する役露を分詞が負わされることに一困がある

と説明できるであろうQ会話グ）当事考たるレ2人称の性鋼は直示的に明らかであるし、又一般聾Pに

おいても性数呼応は余剰性が趨く、畢く失われたのに対し3入称代名調では性数の明示は、漢然と

したその指示範囲を隈定する機能の故に、保持されていると考えられる辞｝

2．5．1．2．

　イベリア半島でCastilian（スペKン語）とCatal鋤の間に狭まれて、辛うじて残存するfUngonese

の齢瀦形に纐似の齢系師の形跡耀踊ことができる。A。、9。。。、管）で紗数の鰍詞と

再帰動調はser‘to　be’を補助鋤詞として選び、過宏分詞は驚語と呼応するQしかし、これらの臨

　　　　（9）ye　　plegengbl　　膿　　騨漁紬¢r麗

　　　　　　壽s　　織rlv磁　　幡e　sprixg

　　　　　　3sg　艶脇．sg　謡¢　fem．sg

　　　　　　《　spring　無s　¢o鵬’

　　　　（1⑳y¢r織。s　興頭us　　　‘鞭　kad　露◎ne　癖

　　　　　　　w愈「e　　　　　慰◎Re　罷蓑

　　　　　　1．　pl　　　　luas．．pi

鋤詞も大翻分の地域で、他鋤詞溝交がそうであるように、aber‘齢have’と鞭む傾向が強いと書

われるQこの場合、過表分詞は主譲の如何に拘らず男性雛数形呼応形態素で特徴づけられている〔cf．

（鷺）〕のが普通であるが、一部の地方では3入称直擾欝的語c嶺：icの性数に陣応する。　Aragoneseの

　　　　（ll）busatr◎s　ez　　trebau　a　pilQta

　　　　　　you　pi　kave　Seund　the　ba｝至　　智◎u　have　Sound　瓠博　halミ’

　　　　　　　　　　　2pl　mas．sg　　　　feew．sg

過壷分詞にも非呼応化の趨勢ま顕著であるo

　　　　〈i2）（｝as　卿蓋玉as）　las　han　be譲d最s　euasi　Sedas

　　　　　　痴esheep　徳㈱kave　so羅　　alrn◎se　a｝l

　　　　　　　　　fem．PI　fem．pl　3pl　Sem．pl

　　　　　　‘They　have　sold　alme＄t　al｝ef　them（the　skeep＞’
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　　　　㈱　＆鵬畿　騨’漁s　　釜磁農　y　撫sdefenδida

　　　　　　the　life　th＆t　have　made　and　　　defeRδeδ

　　　　　　　　fem．sg　　2sg　fem．sg　　　　　　fe㎜．sg

　　　　　　‘漁¢　life　yo疑　撫ve　made　aRd　defended’

2．5。1．3．

　複合呼応の一部として絶対格呼応を示していた過去分詞が中立無変化型へ向う過程はカタロニア

語においても認められる。現代カタwニア藷は自勤詞・飽動詞すべてに対しhaver‘to　have’を

助動詞に使用するようになり、過去分詞が中格と一致する例は姿を消した。震カタva・＝ア語にあっ

た（14a）文のような、直接厨的語との呼応は衰え、現代語は分詞をmas．sg無標形に実現する9｝付接

〈14＞　盈．挽顯

　　　　have

　　　　1麟

　　も．kem

　　　　灘ave

　　　　Xp｝

　　　‘騨e

艶奮es　les　p蹴s

made　施e　pe鼠ces

艶泓麟　　　　　艶瓢麟

餓　　孟es　p鵡＄

憩ade協e　P⑨盆¢es

lnas．s琶漁e　艶瓢．ρ蓋

塾＆v¢　　鵜鼠δe　　peac⑨，

辞直接霞的語が3入称の購のみ、Agreementが成立し得るが、不陣応化のかなり強い傾向もあって

規轍灘の間でも、その糊と義雛については諸説があった」8｝ただし、すべての駄繭接

cliticと分詞が呼応を晃せるわけでなく、次例文（a）のように付接辞が過玄分詞形で現われる動詞の

（15）盈・置騨e＄捻　ca誓6，

　　　　癌圭s　　so職慰

　　　　　　　　蚕e撒，躍

茎’灘e

it－kave

艶m。1s奮

　　　　　　　　‘This　sosug，置　kave　heard

　　　　　　も．a《luesSka　GOfia，　　1，he　　　　se醜i（蓋a

　　　　　　　　蕊IS　　　WO懸欝1　監eT－h搬V¢　振裁r（l

　　　　　　　　　　　　fem．sg　feva．s琶1＄騒

　　　　　　　　‘丁釜i§　wo憩＆燕顕　　熱ve　keay（壼

基底構造における直接霞的語でないならば、呼応は行われない。この三’（＝la）は初属において

ca就aジt・s｛R9’と結合価をもつ直蟄融鷹だが節縮約（C玉ause　Reducti・n）によって聖動詞

senti．rの蒲位に置かれたものに過ぎないからである。

se践亀i重　C轟篠t縫r．

難e鍵燵　　s三鷺9

恥轟S・S響

寧S¢撹1〔至融

短＆rδ

垂e膿，s醒

誌　SUit9’

　　　　C霞就ar．

　　　　si鷺琶

董e撮．3簿

　her　s三曙
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2．5．1、4．

　複合鋳制の構成要素としてのmマンス語過去分詞が、ergative　typeの呼応から罪応詞化に到逮

した段階はルーマニア語、カスティリヤ語（・・スペイン語）に観察されるo両雷語において、完了形

は各々aavea，　haber‘to　have’のみをAuxとして、‘to　be’に相当する助動詞形は受動表

規又は形容調的過去分詞とのみ共起し得る。倒文（16）（17）はカスディリヤ認分詞が主語とも、いか

　　　　（茎6）　　胚i　　madre　　　ha　　　muerto．

　　　　　　my　　mother　　has　　died

　　　　　　　　fem．sg　3sg　mas．sg

　　　　　　‘My　mo亡her　has　died，

　　　　（17）a．Marfa　ha　escrito　unas　cartas．

　　　　　　　　　Mary　　｝｝as　　wr就乞en　　some　　｝etters

　　　　　　　fem．sg　3　sg　mas．sg　　　　　fem．pl

　　　　　　　‘Mary　has　written　seme　letters’

　　　　　　b。　Marfa　　壼as　　ha　　　escr圭to．

　　　　　　　　　　　the煕has　wyitten

　　　　　　　　　　fem．pl　3　sg　mas．sg

なる直接属的語とも一致せず、男性単数形態素を接尾されていることを示している。

　　以上の考察から、nマンス語複禽跨鋼の呼応は、助動調が完金な対格型主格1項呼応を、本動詞

　の過玄分詞が能格型の絶1対格1項呼応を持つ複金呼応の原型から、過去分詞が無標形による非呼応

　へ漸次後退して行き、動調複合金体としては単純な主格1項呼応型に至る連続体のいくつかの中間

　点を各言語が呈している好例であることがわかる。

　　特定のタイプの講造で呼調の非呼詞化が一般化すると、応詞のagreement　morphemeは部分的な

　固定化を蒙る結果、このような呼応標識に特別な統語カテゴリーを指定する再分析が行われ得る。

　上例について言えば、unmarkedなmafker－oを呼応パラダイムにおける薪範疇‘中性’と認知し

d’　て、葬呼応の音形的実現と解釈する法もある。そして、又、呼詞の条件を満すNPが存在しないに

　もかかわらず、他のカテゴリーを明示する屋的で呼応が義務づけられている統語的羅境にふさわし

　い呼応形態素として利用されるのもこの標識であるQ次節では呼詞の不在にもかかわらず動詞が強

　鋼的に呼応形態素を持つ非呼応の一種、強綱呼応を検討する。

2，6．強　制　呼　応

2．6，1．

　一定の意味クラスにより、又は動詞の語彙的特性によって、無価動講（avalente　verbe，結合価ゼ

ロの動詞）が呼応書認に対して存在を許される時、それは無呼応ではなく、強劇的に呼応させられ

17一



るのが常である。

2．6．1．1．

　ラテン語で気象現象を衰わす動詞は、通常、主語を欠くが、動調が蒋制を表示する隈り、憲格単

項呼応のmarkerを欠くことができず、3入称単数形をとる。殆どの近代mマンス語でも同様な天候

表現で、ラテン語のパタンに従って、6種の人称・数範麟の中で（音形上も）最も無標な3sg．呼

　　　　　（18）　　Plui－－t　　　　　　　　　　　　　　‘lt　　rains’

　　　　　　rain　3sg

　　　　（19）　Tona－t　　　　　　　　　窪£　thURders’

　　　　　　thunder　3sg

応形態素が無主語文動詞に与えられているQ

2．6．1．2。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛9）
　3項呼応のBasque（Navarr◎－LaもGurdin）は能格名詞勾が㎎示されない構文により「雨（雪）

が降る」を表わすが、能格の3sg．markerが絶対格名詞句「．SS　」「雪uを受砂る3sg．と共に助動

　　　　⑳　uria　egin　du　　‘lt　rained’

　　　　　　rain　　do　　a秘x

　　　　　　Abs　　　　　　｝1e一霊£

　　　　⑳　elhurra　egin　du．　　‘lt　SliQwed’

　　　　　　snew

　　　　　　Abs

詞ukan〔他鋤詞と組んで薦いられる〕の屈折形duの中に表示されている。それ故、（2◎）（21）で、

uria，　ellturraは中格（自動詞主格）でなく受絡（他勤詞直接霞紛語）である。

2．6．1．3．

　Quechuaのlmbabttgtgy｝方雷には、経験者を意昧辞項とする一部の動詞と、顯墾の意味をもつtt

suffix，－naya一を伴う動詞の購文でExperlencer　NPが表騒で対格に表示され、空格RPを欠

く文があるQ勤詞は、通常、主格と呼欝するが、この場合には強制的に3人称となる。従って（22）

　　　　　（22＞a．　caR－da　　rupa－n　　　‘You　　are　　hoゼ

　　　　　　　2sg－acc　　burn－3

　　　　　b．蓋礒ca一鍼　nana－n　　　‘I　h疑rゼ

　　　　　　　1　sg－acc　hurt－3

で、基底主語と考えられるNP，つまり文中の唯一の辞項、2sg，　lsg代名詞が一致をtτ圭認erして

いないのが見られる◎上記例文の鋤調の他、chiri－‘to　be　c◎ld’，yarja－‘to　be　htt　Rgry　’
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　　　　　　’　（23）　　　ca轟一（至a　　　　　頚践叢Cl三一葉｝ayaL一罰匿

　　　　　　2sg－acc　eat－desi（L－3

　　　　　　‘YOU　WOU垂d　like　to　eat’

及び狙una－‘to　want’が濁様に謂いられるが、これらの動詞に紺し任意釣に付接辞による呼応

が可能であるQ勿論、その賭でも主格のagreement　morpheraeは3入称に留まる。

　　　　（24）a．侮ca－ta）　naRa－wa－n　　　‘I　hurt’

　　　　　　　ksg－acc　　　　h疑rt－1－3

　　　　　　b．（恥c“一捻）　c掘r量一wa－n　　　　‘I　am　eeld’

　　　　　　　1sg－aec　　　co茎d－1－3

2．6．2．

　談話中に不定名詞旬を初めて導入する”存在文”が各言語の中で特劉な統語的待遇（特に語順に

関して）を受け易すいことが知られている。動名呼応においても、存在文の中格を他の一酸中格と

分離して級う言語例があるo又、語順を情報の薪旧に組織的に感応させるルー・・コtrを有す欝譲におい

て、その適用の有無が呼応に影響して、非呼応規象が出規することがある。

2。6，2．1．

　　　　　　　　　　　　　侮｝
　Bantu諸譜の一っRwandaでは、平叙文の非総称的主語はdefiniteでなければならず、動詞と

　　　　（25）　　umugado　　ya－ri蓋O　　ku－nZU

　　　　　　　瓢a臓　　he－W最S　i簸一house

　　　　　　‘The　　虹譲a聡　　was　　i丑　　薯he　　ho鷺se，

呼応するQしかし初出辞顔を含む存在文v．g．（26）にはLoca宅ive　markerが呼応形態素として

現われる。Giv6nはこの表現が（27a）のような文法的基底講造から（b）に再分析される結果、生

　　　　（26＞　　kyeera　　　蓋ca　－ri｝｝o　　　　umu響ab◎　　a’－ka　ki「a　　　ab＆aRa　　ba豊atu

　　　　　　｝ong－agO　there－was　man　　he－cons－had　chilδre鶏　three

　　　　　　‘L・ng　ago　there　was　a　man（and）he　had　three　chi・ldren，

れたものであるという灘を識している．類棚Sw。hilSilこ醗見される。（28b）では、　r存

　　　　⑳　　a．　‘A　man　was　ag　the　p無ce”

　　　　　　b．　　‘The　　Place　　ha（蓬　　a　　mam　”

在する」NPはCase　Mai・kingによって葬主語であることが明示され、齎格とグ）閥で一致が成立

しているのが見られるo

　　　　（28＞　a．　mtoto　　a－li－kuwa　　nyumba－ni

　　　　　　　ehi｝d　he－past－he　h。use－hi

　　　　　　‘The　ehi｝d　w＆s　in　the　house’

　　　　　　も．nyumba一簸i　p綾一蓋量噸疑W畿　照　臨0之0
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　　　　　　　　house－in　there－past－be　with　ch盤d

　　　　　　　　‘There　was　a　child　in　the　house’

2。6．2．2．

　存在文の動詞が、現代ではその語彙的意味を失った「所有」の動詞で表現されるイベリア・ロマ

ンス語でも、名詞句はこの存在動詞と睡応せず、また語瀬においても、無標S－V順序と異なる有

標な動詞一名詞句を示す。例（29）のカタmニア語存在文では、動詞haver‘to　have’が申立

　　　　（29）　a．Hi　　　ha　　una　tau｝a．　　　　　　‘There　is　　a　匙able’

　　　　　　　　there　has　　　a　　　tab韮e

　　　　　　　　　　　3sg

　　　　　　　b．　｝髭　　　　ha　　　ci臓c　　tau董es．　　　　　　　‘There　　are　　five　　t＆bles，

　　　　　　　　there　has　　f藍ve　　tables

　　　　　　　　　　　3sg

的な3入称単数で強舗呼応するが、所格など一部の副詞的補語を指示するcliticのhiを義務的に伴

う。もし存在が前提された定名調句を主題とする文であれば、動調にはser‘to　be’が利用され、

主格と人称・数呼応をしなければならない。

　　　　〈30）a．La　taula　6s　davaRt　la　finestra．

　　　　　　b．　the　table　is　in｛ront　of　the　window

　　　　　　　　　　　　　　3sg

　　　　　　　b．　Les　　tau壼es　s6n　davant　　　蓋a　　f圭Restra．

　　　　　　　　the　tab嚢es　are　in　front　of　the　windOW

　　　　　　　　　　　　　　3P1

2．6．2．3．

所鰭／瀟働の関係猿わす轍におし・て、三sra。田。b。e識ま、　tWPt有物力注語として、

POssessorが問接目的語として呼詞になる過表鋳髄文e．g．（31）の他、1語では、3人称単数男

性形のhayaが複数主語の文に共起する〔ef．（32）〕。ここにも動詞非呼応化の端緒がうかがわれる。

　　　　⑬重）a．hay－a　l－o　sefer．

　　　　　　　　was－it　to－hi田book

　　　　　　b．hay－u　韮o－　sfari搬

　　　　　　　　Were－they　tO－him　bOOkS

　　　　（32）　　haya　　蓋o　　harbe　　sfar三磁

　　　　　　　　　　　　　ma飛y　　垂｝ooks

2．6．2。4．

　Zen6yze〔cf．本論その一、

‘壬玉e　　bad　　a　　book，

‘至｛e　｝玉ad　　books’

‘翼e　had　many　books’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
　　　　　　　　　　　　　　§1．4．重複呼応〕においてNPの新旧情報価がagreeme就とdis－

agreementの決定に大きな役翻を演じる。無標語顯は（33）に示されるようにS－Vで、動詞はそ
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の接尾辞と先行付接辞とで2重に主譜NPと一致している。

　　　　㈱　a．U　ZorZU　U　vefie，

　　　　　　　　the　George　mas．sg　cem－3sg

　　　　　　　‘George　is　coming’

　　　　　　b．A　　Kataynig　a　　vδ姦e・

　　　　　　　the　CatheriRe　fem．sg　come－3sg

　　　　　　　℃atheriRe　is　coming’

　　　　　　・・I　ve盗g　i・efi・．

　　　　　　　　the　neighbors　p霊come－3p｝

　　　　　　　　　‘The　　Reighbors　　are　　coming，

上掲a．b．　c．各文はそのままで動詞句と主語を転位させることも可能だが、この時、動詞に文強

勢がかかり、2重～致をtriggerしている名調旬はより瞬い、重要度の低い情報を伝逮する。とこ

ろが主語が動詞に後置されると、動詞は一律に3入称単数となり、clit圭c呼応も停止し男牲単数形

と同じuが主認の性数と無関係に与えられる溝文（34）も出環する。機能的観点から見ると、これ

　　　　（34）　a．　U　v6fie　u　Zorzu．

　　　　　　b・　U　vδfie　a　Kataynig．

　　　　　　C．UVεfie　i　veiiB．

ら各文の主語又は文全体がrhemeであるとされる。注目すべきことは、重複呼応のこの言語にお

いて、非呼応化は付接辞呼応にも接尾辞呼応にも同時に重．e．2重に起きているという事実であるQ

2．6．2．5．

　　　　　　　　　（14）
　ロシア語の否定文では主語が非主格化されることがあり、無主格構文で動詞は3人称単数中性の

呼応形態素をとる。

　　　　（35）　a．　V　na蓉em　達esu　　rastut　griby．

　　　　　　　in　our　forest　grow　mushrooms

　　　　　　　　　　　　　　　　　3pl　　nom．P茎

　　　　　　b．V　nagem　lesu　ne　rastet　gr藍bov．

　　　　　　　in　our　f◎rest　not　grow　mushrooms

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3sg　gen．pl

しかし留否定』が断定文を否定するのか、存在文を否定するのかによって（36a，b）のような対

立が生じる。動名一致のある（b）文は‘返事’の存在を前提するが、それが着かなかったことを主張

　　　　㈲　a．Otveta　ne　priglo。

　　　　　　　　aRswer　篠ot　arrived

　　　　　　　　　ge轟・・mas。sg　　　　n・sg

　　　　　　b．　Otvet　　　　ne　　pr重きeL
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　　　　　　　　aRswer　ltot　arrived

　　　　　　　　薮0窺。搬＆S。sg　　　m星S・sg

するのに対し、初魑主藷が生格に置かれ、強制呼応させられた（a）文では、‘etvet’そのものが、

その指示対象を持たない事、viz．存在しないことを主張している。

2．6．2．6。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛i＄
　呼応の一時停止が正常呼応と対立する類例はSyrian　Arabicにも晃られる。複数呼応を示す（37

a）文の主語は特定の‘本’に言及している。一方（b）文の1－kgteb　eg定名詞句であるが総称的解

　　　　（37＞a．・1　－ketab　ma　bihomma．

　　　　　　　the　b・・ks　n・t　interest　P蓋．

　　　　　　　　‘The　books　doガt　interest　him’

　　　　　　b．　1－keteb　職護　bathemmo．

　　　　　　　　　　　　　　interest　fem．sg

　　　　　　　　‘Books　dOR’t　interest　him’

釈を受け、動詞は非呼応の女性単数markerを含む◎ただ有盤主語に関しては上述のような非呼応

は許されず、数相応が義務づけられる。

2．6．3．

　文法構造上、特に興昧深いのは、ある種の統語プロセスの結果盤じる無呼詞状態における強麟曝

応の事例であろう。中心になるのは、主語の退位が起こりながら主語への昇進が欠如する無人称受

動（imperSORal　Passive）購文であるQ

2．6．3．1．

　Hindiは完了形時制で絶頬格一贋呼応を晃せるが〔cf．その2，　p．13）、受格が後置詞一koで

markされていると、呼応すべき絶対格でなくなり、動詞は男性・単数呼応標識を得る。

　　　　　㈹
　　　　鯛1exkδne唾iyδk・phay　diya

　　　　　　boys　ag．　letters　obj．　tore　up

　　　　　　田as．P垂　　fe斑．P垂　　　田as・sg

例文（38）でlerkδは能格標示され、元来、呼応に参加しないのであるが、他勤詞霞的語c蹴yδは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo
絶対格として呼詞になる筈である。しかし、Hindlには（有生〕で〔定〕の受格を義務的に、又

〔＋d。fi。i・。，　一一。。im。・。〕の受格は臆的磯翻一k。鮒加する、・一、レがあ費このm。，．1、1。9

を受けたNPは動詞呼応をtriggerすることは出来ないQ関係文法4）枠組みで分析するならば、（38）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱
のC準i頭は初層で勤詞と絶対格（直接呂的藷）の関係を結んでいるが、反受動化（antipassivize）

されて葬絶対格〔恐らく与格〕に、変更を受けたため、この文には呼詞になり得る名詞句が存在し

なくなり、無標呼応形態素のmas。　sgが強糊付与されたと考えられる。褒層の格表示磁oはこの文

法関係変更の事実を反映している。
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　Hindiの受動文動名呼硲にも葬呼応が生じる場合がある。他動調文の受動では、予想されるよう

に昇逢した旧受格i．e．新主語と動詞は呼応するが、次文（39）のような自動詞能動文の受動化で

は、中格larkeが自発降格（Spontaneotts　Demotion）するだけで、薪たに主語の座を奪うNP
　　　　　　o
を存在しない。また｝arkeは一seでマークされる失業者（Chδmeur）であり、呼調とはなり得ず、
　　　　　　　　　　　辱
　　　　　㈱
　　　　（39＞　　欲．　　玉arke　　nah￥　　soe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　費

7

A

　　　　　　　　　　　　　not　　　　　　　　　　　　　　　　　boys　　（The　　boys　　c◎uld　　not　　s茎eep）’

結局、助動詞として導入されるlanざto　go’にも本動詞にも3sg．mas形がagreement　morpheme

として与えられる。

　同様に、主諮も直接目的語も後置調でマークされた他動詞文が受動化すると、非呼応が見られるQ

文（40）は受動を受ける前に、初属の蔵接霞釣語がその文法関係を失っており、ここには主語→
　　　　　㈱
　　　　㈹

boys　no£　slept

田as．pl　　　mas・P董

‘Theも・ys　did職・t　sleep’

1＆rkδ　se　soy護　nahY琶ay護
　　　o

b◎ys　by　S茎ept薮0£　we鍛亡

mas。P董　　磁as・S琴　　　磁as・S麟

‘R　was　　　slept　by　the

1豊rl《藍yδ　　se　　z爲k数鵬I　　ad蹟量yδ　　ko

gir｝s　　by　絵1銀red　ρe◎P叢e

董em．pl　　　　　　　　　㎜＆s．pl

‘T難ei癖reδpeople　碑ere　n◎£

（Tぬe　毬ir蓋s　c◎u董d　轟o£　bear　to

Cli6meurの関係変更と若干の副作絹が含まれるだけである◎

鍛終項翼Pはなく、dekh5，　ga頭とも3入称男性・単数無標形をとる。

2．6．3．2．

　トルコ語も自鋤詞文の受動化が許されるが、その際働詞は6種の人称・数カテゴリー別のsuffix

の中で徽も無標なφ形の3人称単撒で呼応する。

㈱　＆．蹴麗yo難喩

　　　　　st醗鱗0漉一宅0

　　　　‘They　謬o

　　b．毒＄惣sヲo職一＆

nah了　　dekhd　　　慰aya

ftot　　saw　　　wenS

　　　蒲as・S琶　mas・sg

seen　　by　　t薮e　　竃量rlS，

see　the　i摩red　people）

　　　　従って、この場合も一致に参与する

　　　　　　‘9t圭s　gone　　　　　　　　　　　　　　　　　　　may　9’o　by　this

　　　　　　　　W盈y　　乞o　　t｝巌e

類例（42×43）においても動講は、主語が格下げられたことを示す受鋤形態素を内包しているが、派生

b購　　　yoレ己属鎌　　霧i〔孟一er－ler

t短s　w＆y－by　醒o－Aor呈st”3P｝

by　脇iS　　W欲y　to　t海e　s捻鍼0ガ

b犠　yol－liemlt　琶丑d－ll一藍r

　　　　　　　＆o－P践ss－Aor圭就　3s醒

　byぬ藍S　W種y　t・脇e　st遷t呈・薮夢（◎鷺e

　stぬo擁〉
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主語はなく、強舗的な3sg形で特徴づけられる。
　　　　館】、
　　　（42＞　　Kadin－la　　　konu§－ul－du

　　　　　womaR－with　talk－pass－past　3sg

　　　　　‘The　woman　was　ta｝ked　with，
　　　　㈲
　　　〈43）　Ben（im）一璽e　　konu§一臓1－（lu

　　　　　　I－with　talk－pass－past　3sg

　　　　　‘I　　was　ta藍ked　　with’

これらの非人称では、行為者の不在というよりはむしろ、不特定の汎人間主語（汎称）や特定人間

の匿名化、背景化etc．の意味に穀応する統語的手段として、自動詞主語の非主語化が利用されている。

2。6．3．3．

　Hindiの例文㈱に見られたように、嚢接昌的語が通常の対格として扱われないで、別格のmar－

kingが与えられる構文で、その名詞句は受動化に際して、主語へ昇格できないケースがしばしば起

こる。ドイツ語及びラテン語で受格は、通例、対格表示を受けるが、少数の動詞e．奮．独語のhelfen

‘to　help’，ラテン語invidere‘to　envy’は与格に指定されたNPを支配する。これらの動詞を含む

文に受動規則が働くと、直接目的語はその地位（i。e．与格）に留ったまま、動格（＝主語）が降格し

てpassive　rnorphoiogyが導入される。

　　　　㈱
　　　〈44）　a，　Der　Lehrer　half　　dem　Schlller．

　　　　　　　　the　　　teacher　he茎ped　the　　p犠P擁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dat．

　　　　　bi23）D。憩S，難田er畷rd。　g。ぬ。玉f。。．

　　　　　　　　the　　　p賎pil　　　　became　　　　he茎ped

　　　　　　　　dat．　　　　　　3sg

　　　　　　　‘Tke　pupil　was　helped’

　　　絢　a．mihi　invide－t　　　　　　‘He　envies　me’

　　　　　　　　me（dat．＞　envy－3sg

　　　　　b！g尋）mihi　invid。－tur　　　　・1。m。。。i。d・

　　　　　　　　me（dat．）　　envy－pass　　3sg

ここで、受動文の動詞は（44b）（45b）共に3人称単数形を示しており、無人称受動文と呼ばれる。

爾言語は又、自動詞文に対しても受動を適用することができるが、上例文と同様、呼詞の不在に

もかかわらず、動詞は3sgの強制呼応標識を含まねばならない。

　　　　㈱
　　　㈹　Gestern　　wurde　　get＆nzt．　　　　　　‘There　　was　　dancing　　yesterday’

　　　　　yesterdiay　　b⑧C＆me　　danCed

　　　　　　　　　　　3＄9
　　　㈱㈱c腫rr韮一伽r　　　　　‘There　was　running’

　　　　　run－pass　　3sg
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2．6．3．4，

　非有生の自然力を指す名詞句が他動詞主語から、斜格の一つ造格へ慮発降格するが、受格は対

格に止まる鯛がvシア語に存在する。纒糊に示されるようにpassive　morphoiogyは無く、動詞は

　　　　げV。、，。。、。。。。．1。k。y9。

　　　　　　　　　wind　　tear　up－past　roof

　　　　　　　　mas．inst　　　　　n．sg　fem．acc

　　　‘The

　㈱
㈹　Ego

　　　　　him

㏄

ea
暇と語主の層初

語ア
⑳

シロ北

（5① u

by

　　　　roef　was　torn　away　by　魚e　wind，

　　　　ub圭　　一10　　　　　　mo盈niej

　　　　kilレひast｝ightning

　　　　　　　n．sg　fem．　inst

　　　was　k三Hed　by　垂ightn圭ng’

一致せず、単数中性のagreement　morphemeをもつのがこの構文の特色である。

方言は窃動調文からも慮由に受動文を形成する。働では、cop髄隻＆動詞も被動形動詞

　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　V

‘By　me

（Ihave

me簸］a　　u21e　　　VS£ato

　me　　　　　　stood

　　　　　　　　　　　part．　n。S蓬ζ

　　　　　there’s　　a茎ready

　　　　　already　　gO£をeR

by］o

a賑X

n・sg

been

up）

getting　up’

過去形も中性単数で現われている。その理由は、基底主語「私」が前置詞uに先導される斜格へ格

下げられ、呼応すべき主格NPが欠如するからである。他動詞文に対して受動化には3つのsub－

typeが見られる。一つは、受格が表層主語として一致をtriggerする、現代標準wシア語に近

い文タイプであるが、（51×52）のように受格が対格を維持するか、主格表示を獲得するものの動詞と

の間に呼応は成立せず、

　　　　　（51）ua　E。　m。ia

　　　　　　　　her　man

｛52）

強制呼慮形になる2種類の非呼応型も報告されている。

　　　　＆cc．

‘There

Pere¢x＆匝o

　crossed

P農rt・盤。S響

‘There’s　been

　　ub丑伽。　照　vol織e

　　k藍1亜ed　　i難　　　war

　　ρart，職・S＆

W鼠s　ki難ed　難er　h墾sband　dur圭織9　亡he　waゼ

　　by10　　δoro琶a　　　t疑t

　　　a総x　　　ro＆d　　　　　there

　　轟．s奮．　fe鳳sg．臓o揃．

　　　　　　crossin唇　over　出e　road　t難ere’

2．6．3．5．

典型的なオランダ語文で、動詞は主語の後に置かれ主語と入詠・数で粗応する呼応形態素をとる。
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　　　　囎
　　　鮒　置）e　iozz醒esus　ffW藍ten．

　　　　　Tke　　もo㌢s　　脚麟醜孟醒

　　　　　‘丁塾e　boys　wkist董e／麗㊧　碑蝕藍就蓋諭騒’

駒鋤詞wゆ蠣雛驚o晩¢㈱ゼと過｛長分詞で形成される受動文には2種類あり、その一つは、働の

ような自鋤詞文から派生され得る疑似受動文と称されるもので、初層主語は前議詞に先行された

¢輔齪雛になるが、動詞に前灘される要素がない時、鋤詞の前に、弱い場所指示副詞erが挿入さ

れる。薪しい層には文法項鑓劉ま存在せず、いずれの文でも助鋤調は葬呼藤の3入称単激形であ

　　　　くが
　　　翻　es．　Er　　購r醗　虚の07　曲　lozzgeen＄　解灘⑪艶無・

　　　　　　　sbeerev　beeeua㈱鞠　　癒塘　　齢γ露　　騨臨醜董磁

　　　　　　　‘Tkeve　紬　w藤鏡蕪聡　魎　　匙壺e　馳yゴ

　　　　　b．夏》oor　虚㊥　1㈱醒eRS　w◎艶戯　geilgeten．

　　　　　　　‘臨　tbe　泌脚　　（there）　is　vvhist垂inge’

る。また、鋤作主が嚢懸化しない亘聯醒齢懸lgeeessiveも可麓で〔c飾胡、この種の文聖では

〔＋熱醗餓）AgeWtのみが黙了たれる。

　　　麟〉齢魔r　騨麗罐　悪麟⑪紬。

　　　　　離塾鯉蓼㊥　恥醒《漁盤醗騨数量醗垂絶媛

　　　　　φ欝鷲艶　照灘　諭鍾醜量鍛露／Peo塗le　轡証就蓋鯉撰／So醗憩o肥　　騨駈磁麺ぜ

ところで、意瞭繊造における辞項の不在に起霞する無主語文にはerは翼われず、動詞の3入称単

撒形を誘発する3人駄中性単数代名詞auetが形式的主格として用いられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘亙t　is　羅翻穣鱈’（闘　麗醗

　　濾

㈱　蕪就

　　麺

reeaSdin8．

鞭i購

鐙騨鉾　醗醗。

欝駅》理rぎ　　蹴巴

‘夏　農灘　sorerジ

2．6．3．6．

　能格型護語であるGreenlazzGic　Eskimoの動調は2項呼応を持つ。2種の呼応形態素間の形態

的隅定や分離が不聰確であるが、その呼応も、一応、能格タイプで、絶対格と能格（漏関係格）

が呼詞になると考えられる。この言語には正典的受動と、能格を劇除し絶頬格一格の密動詞文に

することによって形成される受動文の他、接辞一一一・Rar　一一を導入するimpersonal文が存在する。

文鮒翫bを比較すると、不定動作者を指示する’－ftar一を含む（b＞文では能絡との呼応は失わ

　　　　　㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘蚕｛e　　＄ees　　him，㈱　a．丁畿k慧一v＆a

　　　　see　一翼ND：3S響　3　sg

　　b．丁凝kα一簸ar一興q

see－－imaps－IND　3　sg

‘｛1＿｝麟臨
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　　　　　劒
　　　　（59）a．A導鰭トφ　auSlar－puq

　　　　　　　　mal・－Abs　9・away－IND：3sg

　　　　　　　　‘The　man　went　away’

　　　　　　b．Au瓠綾r－llar－puq

　　　　　　　　‘｛§副＿螂

れ、一一puqにより絶対格の3sgのみがmaarkされている。しかし、（59a）のように一項自動詞文の

文法項が降格して潜行してしまうと、呼応の梢手が無くなる。一方、“mood”と人称・数標識がパック

になっている関係上、少なくとも一一rkの呼癒標識を含まねばならない。

そこで、これまで見て来た多くの言語と同様に、（59b）で動講は3人称単数形となったのである。

興陳深いのは（58b、59b）爾文は共に働詞一照r－p犠賑という構造を持っていながら、他動

詞に付撫された一一　puqは絶対格の3sgを表わすのに対し、自動詞の屈折である（59b）の　puq

は何の辞項もcrOSS－referenceしないという点である。この関係は次のように図式化することが

できる。

　　　　鶴⑪）a．他動詞irapersonal

a鋸ee脱e醜

b．窪動調i即ers・fial

〔割紘＿＿儘＿＿、s、）

　　　輩

2．6。4．

　無入称受動文の一種として再帰無人称文がかなりの数の言語に発見される。この構文における

鋤詞の強欄呼応に関する検討は、紙幅の都合で、次稿（鋤詞呼応の類型、その盛）に譲る。

2．7．

　不呼応が基調となるような呼応システムは呼応の存在理由を否定するものである故、決して実

在し得ない筈である。そこで、部分的不呼応であって且つ、前項に見たような強鰯無標呼応でな

いケースを考えてみることにする。
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　表層の格表示が与格を示しながら若干の主語特性をもつ、いわゆる与格主語文の存在が諸々の

言語に指摘されている。Geor＆蚤a書1｝の与格主語はCase　Markingの上で与格を保ちつつ、記暑化

特性の一つであるAgreemeRtに関して主語性を部分的に獲得し又、それを拡大する傾向にある。

Old　Georgianでは主格NPのみが数根旛を統御するのに対し、標準Modem　Georgianはヱ・2

入称代名詞を数に関して動詞と呼慈させるが、3人称では与格にマークされたNPが数呼慈を引

き起こし、主格はこれに関与しない。

　　　　（61＞a．　　　　　　　　　　　　　　　　　‘He　leves　him’

him

（dat）

b．mas

　　h圭m

　　（面＞

C．　塒at

　　the磁

　　（dat）

d．斑a£

　　出e鵬

　　（daの

hi燃一一loves－he　he

　　　　　　　（nom）

鰭qvars　　　　　　IS監蔽峯

h童測一loves一乞｝葦ey　　they

　　　　　　　　　（no田）

uqvart　　　　is

オんθ？n一孟ove－he　　｝1e

　　　　　　　　　（簸o獄）

墾（lvart　　　　　　　　　　！SMI

孟ん㈱一蓋ove－they　they

　　　　　　　　　　（粧o騰）

‘He　　韮◎ves　　縫箋e諺ゴ

‘They　love　him’

‘They　｝ove　them’

（61c、d）で経験者与格と動詞の問で～致が成立し、主格とは不呼応である。この現象はU語で

は更に一般化され、主格1・2人称である場合にも与格の数に根施する呼応形態素をとる話し手

もあるという。即ち、格表示で矛盾するNPを統語的に主語と分析し、主語呼応を行うことにな

る轡もし形態的特徴の再分析が平行して伴わなければ、呼詞のべ一スとなる統語格体系と、名詞

の表示のべ一スとなる格体系が大幅に、又は全く食い違う呼亦類型の萌芽である。§2．8．では

名詞句Case　MarkingとVerb　Agreementにおいて、このような格分裂が広範に生じる書語を見

る予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未　完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
ω　Bernard　Comrie，“Ergatlvity．”－Winfred　P．Lehman（ed．）Syntact圭c　Typ◎logy．　Unlversity　oξTexas

　　Press．1978．　P，341

（2＞　Jaime　Berenguer　Amen6s，　Gramatica　Griega．　Bosch，　Casa　Editorial，　Barcelona．1969。　p．159

（3＞　Domenico　Parisi，“T｝le　Past　Particip！e”一1taiian　Linguistics　1（1976），pp．77－8，99，104

（4）iδem．　PP．1◎3－4

（5＞ZeReyzeの他動詞購文においても、3入称のcliticが現われる時のみ、直接蟹的語と過査ラ〉調が呼旛する。

　　それ以外の場合は、虫語とも盧接R的語とも不呼癒である（Way｝es　Browne　and　Bartolo　VSttuene，“Theme－

　　rheme　strueture　and　Zeneyze　c｝itics．”－Linguistic　kquiry　6（1975＞，pp。139－140）
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〉
＞6
7

く
く

（8）

6
鋤

v
’
　
Y
’

（11）

（12）

⑬

㈱

㈱

㈱

（獅

（19）

⑳

⑳

鋤

㈱

㈱

㈱

㈱

の
⑳

s
s
　
E
s

A
短
L
L
6

　
匙
①

　
②
③
④
1－have

K磁ay吻，

　C＆theriRe
　　　　　　　　　　ロ

O　VlS加．

δ　V童sta．

V憲S加　　　a

　　seen

臨as噸S呂

　　　　1δ　　　　vista．　　　　　　　　“C厳heri鴫王saw為er．”
　　　　her－1－have　　　see轟

　　　　“1　saw　　hi臨”

　　　　“I　S＆w　her。”

K漁画g。　　　“Is往w　C紬erine．”

Francho　Nagore，　Gra滋直tica（達e　嚢a　lengua　aragGnesa．　L員）rerfa　Genera葦．　Zaragoza，1977．韮｝P．85，87－－9

A総tonio　M．E｝adia　Margar量t，　Gramatica　ca糖1a駐a．　EGitorial　Gredos．　Madrid．1962．　pp．423，465－9

ただしVa達enc嚢a，　B絃茎eares方欝では非代名詞NP直接自的語と呼旛する。

①　he
　　　have

　　　lsg

②　he
　　　have

　　　lsg

　　　ゆ

Vユsta

seen
fe田・s琶

£robats

fo囎己

飢as・P1

la

the

els

the

㎜are．

職other

｛em・s琶

　a斑1CS

　friends

疏as・pl

“！　have　see轟　the　蹟ot熱er。”

“ 1　｝葦ave　fOURd　竃he　fr壼ehds．”

カタロニ　　分詞呼応のさらに詳しい諸相についてはJoan　So紙“Concordanga　del　participi　passat。”

－Estudis　de　Sintaxi　Catalana　2．Ed量ciens　62．1973，　pp．59－86を参照されたい。

Pierre　Lafitte，　Grammaire　Basque．　Edition　revue　et　corrig6e．　S翻SebastSan。1979．　p．346

Peter　Cole　and　Janice　L，jake，“Accusatlve　subjects　in　Imbabura　Quechua．”－Stu｛韮韮es　in　the　Linguistic

Sc韮ences　8　No．1　（1978），pp．72，75

T譲！ny　Giv6n，“Topic，　Pmno秘n，　and　Grammatica韮AgreemenL”－Charles　N．Li（ed．）Subject　and　Topic．

Aca｛lemic　Press。1976．　p．174

W・B「owne　and　B．Va伽one，　op．c鉱．　pp．136－7

三｛lem．　pp．176－7

Leonard　H．B曲by，　Negation　and　Suもject　Case　Selection　in　Existential　Sentences．　IULC．1978．　pp．一鑑12－3

Edith　A．】醸oravesik．“Agreement”－joseph　H．Greenberg（ed．）Universals　of　Human　Lahguage　4．

Staftford　University　Pressほ978．　pp．345，352

Rajeshwari　PaRdharipanlie　and　Yamuna　Kachru，“Relational　gramvaar，　ergat｛vity，　and　liind－Urdu．”

－ Lingua　41　（1977），p．224

EA．Moravscik，“On　the　case　marking　of　ob重ects．”－3．K．Greenberg（ed．）・P．cit．　P。275

澄接馨的語の非対格化を反受動の変種とする分析については、次の拙稿を参照されたい。

　　　Atsu面Deguc駄“Antipassive　and　Reflexive　passive　in　Spanish．“－Llng巌st蓬c＆Hisp義n量ca　1（1978），

　　　　　　　　　　　　　　　　　pp．54－73

　　　　　　　　　　　　　　　　，“Syntax　o歪direct　objects　iR　Spanishr－Lingtiistica　Kisp醒nica　2　（1979），pp．45－62

RajeShwari　Pandharipande，“EXCepti・ns　and　rule　9・Vernment　1　The　CaSe・f　the　PaSSive　rule　in　Hindi・”

－ S雛dies韮n　the　Linguistic　Sciences　8　No．1　（1978），pp．155～6

αLLewis，Turkish．　Teach　Yourse｝f　Booksほ953．　p．93

Edward　L．Keenan，“So鵬e　universals　of　passive　in　RelatieRai　Grammar．”階CLS　11　（1975），p．347

8ernarδCo疏r藍e，“ln　defe轟se　of　spontaneous　demotion：The　impers・nal　passive．”－Peter　Cole　and　je－

rrold　M。Sadock　（eds．）Syntax　and　Semaantics　8　（1977＞。p．51

werdenの前に何らの要素が前醗されなければ中性esが親われるが、

　　　　　　　　　　Es　糀rde　dem　Schti韮er　geholfen。

一致を惹起するのはesでなく、空位の主語の座を維持するために挿入されるdummyに過ぎず、3sg、呼慈は削

除された“es”と一致しているという主張と、無呼詞と呼応して3　sgになっているという分析とは大差がない。

E．Keenan，　OP．cit．　P．345

王．1耀．Pulk韮na，　A　Short　Russian　Reference　Graynrnar．　Russian　Language　Publishers．　Mescow．1975．　p．96

W．Harrison，“The　expression　of　passive　vo藍ce．”－Dennis　Ward（ed）Studies　in　Modern　Russian　Lan－

guage　4．Cambri｛至ge　at　theびniversity　］Press，：［967．　p。39

A韮a羅Timberlake，“Subject　properties　in　the　North　Russian　passive．”－Charles　N・Ll（ed）op・cit　P・549

idem．　p。550
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（29）Robert　S．　Kirsner，“On　the　subjeetiess　pseud◎－passive　in　Standard　D疑£c藍and　sente鶏ces　Gξb盆ck

　　　　奮rOu轟d　＆gents。一一Charle＄　ヱ耀引Li　（e〔量＞　o茎）．c鷺．　P．387－8

｛3G＞Anth◎RY　C．W◎◎dbury，“GreeRlandic露skim◎，　er奮a毛1嘘y，　aRd　Re厩ional　Grammar，”

　　　－P．Co｝e　afi（叢」．M．Sadock　（eds．）OP．c託．　PP．320－1

（鋤　Peter　CGIe，　Wayite｝憂arbert，　Gabrie｝ia　Hermon　and　S，N．　Sridhaぺ‘011　the　acquisitlon。f．subjecth。od．”

　　　－SSu（覧es　in　the　Linguistic　Sciences　8　N◎．ユ　〈1978＞，PP．63一丞

㈱　数呼繕と人称呼応は適謂粂件が異なるので鴉々のルールとみなせる。従って、表層与格が実はinitiai　s廟ec£

　　　であると考えるならば、この種の3入称構文で、鋤講は初耀文法関係の主語とnumber－agreeし、終層主語及

　　　び間接謎的語にperson－agreeする重屡型〔cf．その2、§2．3．0．〕の複合呼応であるという分析もできる。

　　　詳しいDataはAl三ce　C．Marris，‘‘Number　agreerr｝eRt　in　Medern　Georgiafi．－Bernard　C◎mrle（ed．＞

　　　Classification　of　Grammatieal　Categories．　Linguistie　Research，lnc．1978．　pp。75－98に見られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Apr圭董　2◎，1§8（》）
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